
平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．施策の概要　【ＰＬＡＮ】

３．施策の成果を把握していくための指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

４．施策を進めるに当たって要する（した）経費　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 （単位：千円）

５．施策の成果　【ＣＨＥＣＫ】

６．今後の施策の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡大 □ ２．改善継続 ■ ３．維持継続 □ ４．縮小廃止

７．市民アンケートに対する方向性

施策評価シート
施策ｺｰﾄﾞ 4102

施策名 環境保全活動の推進 所属名 環境下水道部　生活環境課

現状と課題

○自然保護や環境保全に対する市民意識は高まりつつありますが、身近な市民生活に起因する生活排水やごみの 
ポイ捨て、不法投棄などの問題は依然としてなくなりません。 
○市民等と市が協働して自然保護や環境保全活動に取組み、将来にわたって豊かな自然環境と快適な生活環境を 
守ることが必要です。 
○森林は、二酸化炭素の吸収効果をはじめとする環境保全機能や洪水調整機能、土砂流出防止機能など多様な機 
能が評価されており、森林の適切な管理・保全に取組む必要があります。 
○湖山池は、沿岸部の湖山砂丘の発達により形成された潟湖で、周囲１６ｋｍ、面積６．７ｋｍ２　　あり、自 
然池では日本一の面積です。この湖山池のCODは環境基準を上回った状態が続いており、水質浄化が課題となっ 
ています。

めざす方向

豊かな自然を次代へ引き継ぐため、自然保護意識の高揚と保全活動の展開により、身近な生活環境はもとより、 
森林や河川・湖沼などの生態系の保全に配慮した緑豊かで潤いのある環境先進都市をめざします。

達成するため
の対策・手段

①自然保護意識の高揚と環境美化活動の促進 
②水環境の健全化 
③湖山池の浄化 
④殿ダム周辺の環境整備

総
合
計
画

の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称

まちづくりの目標 40 緑あふれる　日本一のふるさとづくり

政策 01 地球環境を守り、誇れる自然と共生する

平成25年度 平成26年度 平成27年度

成
果
指
標

1

湖山池中央部のＣＯＤ

　

目標 3 3

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度

目標達成率 177% 203% 263%

3 3 3

実績 5.3 6.1 7.9 0 0

（指標の説明）
環境基準値　3.0 mg/Lの達成をめざす。（基準値は平成２１年度）

2

　

　

目標 0 0 0 0

目標達成率

0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　

目標 0 0 0 0

目標達成率

0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

3

　

市民アンケートに対する方向
性

【重要度：16位、満足度：7位、ニーズ度：19位】
●満足度が高いため、ニーズ度が低い結果となった。これは、現在の取り組みに対する一定の評価と思われる。このため、現状の取り組みを継続していく。

施策の成果
（成果が上がっているか、政策の目

標実現に貢献しているか）

湖山池の水環境改善については、「湖山池将来ビジョン推進計画（水質管理計画）」に基づき、湖山池に流入する環境負荷を低減するため、土壌分析に基づ
く肥料設計によりリン酸資材の適正投入とコスト低減を図った。また、緩効性肥料の普及により窒素、リン酸の流亡を防止し、水田代かき時に少量の水で代
かきをする「浅水代かき」の普及により、濁水や土壌の流亡を防止した。一方、周辺住民に対して台所用ろ過袋の購入助成を行うとともに、シンポジウムを
開催し、市民との情報共有と意見交換を行った。殿ダムについては、ダム周辺の自然環境の保全と再生を基本とした広場整備とダム周辺集落等の活性化対策
を行った。

方向性
担当部長評価コメント
（部としての施策の方向性）

※市民等との協働の推進、行財政改
革の推進の視点を踏まえて記載

「湖山池将来ビジョン推進計画（水質管理計画）」に基づき、引き続き環境負担を低減する取り組みを推進する必要がある。また、汽水湖化に伴う各種取り
組みについて、シンポジウム開催や周辺自治会への説明などにより、市民に情報提供や意見交換の場を設け、取り組みへの理解や施策への反映を図る必要が
ある。殿ダム事業が完了し、本格的に「殿ダム水源地域ビジョン」の基本方針に基づいた行動計画の継続的な展開を図るため、殿ダム・因幡万葉湖を観光資
源とした地域活性化を山陰海岸ジオパークと連携しながら推進する必要がある。

決算額 132,771 260,662 889,394 0 0



（おもて）

平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

森林整備に係る下草刈りなどの実践活動を実施する女性団体

森林教室参加者のうち、森林整備意識が向上した人の割合

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

90 100

実績 0 0 100 0 0

（指標の説明）
森林整備意識の向上

％
目標 0 0 80

1 1

実績 1 1 1 0 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

参加している団体数

団体
目標 1 1 1

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 750 743 729 0 0

0 0

一般財源 100 100 99 0 100

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 100 100 99 0 100

事業費（Ａ＋Ｂ） 850 843 828 0 100

0

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

女性の森グループ活動 
支援、森林。林業学習 
活動　　１団体

　 　

対象
（何を、誰を）

森林整備に係る下草刈りなどの実践活動を実施する女性団体への助成

意図
（どのような状態
にするために）

森林・林業に対する市民意識の高揚を図る。

手段
（どうするのか）

森林の持つ多面的機能の啓発等を行う女性団体に活動に必要な補助金を交付する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 「女性の森グループ」活動支援補助金 予算事業コード 01-05-02-01-12-01

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5 3

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

なし

施策 4102 環境保全活動の推進

事業分類区分 ソフト（任意）

　 0 0 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001529 重点事業区分 リープロ４

事務事業名 森林環境保全活動促進事業（女性） 所属名 農林水産部　林務水産課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 緑あふれる　日本一のふるさとづくり 事業期間 全期

政策 01 地球環境を守り、誇れる自然と共生する



（うら）

５．平成25年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．妥当である

■ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

□ １．有効である

■ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

□ １．公平である

■ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

森林環境保全活動としての取り組みは継続していくべきであるが、会員が高齢化しているため、森林整備に係る下草刈りなどの実践活動の
場所等が限られてくる。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
森林保全活動への女性参画を促進するものである。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
活動の発展につながっている。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
多数の女性団体が一つのグループにまとまっている。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
女性が参加しやすい。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
森林整備意識の向上

125%

3
　

100% 100%

事務事業の実施概要

【問合せ先】林務係　0857-20-3235 

【9次総の施策体系】5101 

【事業の概要】 
　女性の森グループは、平成７年に結成され、森林整備に係る下草刈りなどの実践活動を 
実施している唯一の女性団体であり、森林・林業の大切さ、森林を育てるステージへの女 
性の参画などを進めるため、活動支援を行っている。 

【事業の成果】 
　森林の持つ多面的機能の啓発等を行う女性団体の活動に必要な補助金を交付し、森林・ 
林業に対する市民意識の高揚を図る。 
　≪事業の内容・実績≫　 
　　（事業の内容） 
　　　　女性の森グループ活動支援事業　　　　 
　　　　森林・林業学習活動 
　　（事業実績） 
　　　平成２２年度　１００千円 
　　　平成２３年度　１００千円 
　　　平成２４年度　１００千円（見込） 

【今後の課題・方向性】　　　 
　森林の果たす役割や、森林整備活動について、女性を中心に次世代への啓発活動を進め 
る。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
参加している団体数

100%



（おもて）

平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

森林整備に係る下草刈りなどの実践活動を実施するボランティア団体

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001530 重点事業区分 リープロ４

事務事業名 森林環境保全活動促進事業（森づくり） 所属名 農林水産部　林務水産課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 緑あふれる　日本一のふるさとづくり 事業期間 全期

政策 01 地球環境を守り、誇れる自然と共生する
根拠法令、
根拠計画等

鳥取市補助金等交付規則

施策 4102 環境保全活動の推進

事業分類区分 ソフト（任意）

　 0 0 運営方法 補助金交付

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5 3

　 0 0

対象
（何を、誰を）

環境保全意識の高まりにより、ボランティア団体の森林保全活動に対する支援を図る

意図
（どのような状態
にするために）

水源地域における森林保全活動に対し補助金を交付することにより、市民一人ひとりがそれぞれの立場で森林づ 
くりに参加する気持ちを醸成し、森づくりや水源涵養に対する意識の高揚と啓発を図る。

手段
（どうするのか）

ボランティア団体の森林保全活動に対する補助金の支援を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 森づくり市民活動支援事業費 予算事業コード 01-05-02-01-21-01

平成26年度 平成27年度

年度別計画

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　3団 
体

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　3団 
体

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　3団 
体

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　3団 
体

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　3団 
体

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　２団 
体

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　3団 
体

森林保全活動ボランテ 
ィア団体の支援　２団 
体

　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 427 656 375 0 750

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,926 2,141 1,832 0 750

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 1,499 1,485 1,457 0 0

0 0

一般財源 427 656 375 0 750

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.20 0.20 0.20

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

参加している団体数

団体
目標 3 3 3

0.00

3 3

実績 2 3 2 0 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成25年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】林務係 0857-20-3235 

【9次総の施策体系】5101 

【事業の概要】 
　近年、環境保全意識の高まりにより、ボランティア団体の森林保全活動に対する支援が 
必要とされている。 

【事業の成果】 
　水源地域における森林保全活動に対し補助金を交付することにより、市民一人ひとりが 
それぞれの立場で森林づくりに参加する気持ちを醸成し、森づくりや水源涵養にに対する 
意識の高揚と啓発を図る。 
　≪事業の内容・実績≫ 
　　　平成２３年度　４２７千円 
　　　平成２４年度　７５０千円 
　　　平成２５年度　７５０千円 

【今後の課題・方向性】継続して実施

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
参加している団体数

67% 100% 67%

3
　

2
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
一般市民が取り組み難い森づくり活動への参画を促すものとなっている。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
森づくりに対する市民活動を広げるものとなっている。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
各団体の運営による部分があるため、必ずしも高い評価が得られているとは
言えない。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
今後希望する団体があれば、活動状況等審査の上、対象としていく。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

希望する団体があれば、活動状況等審査の上、対象団体として支援していきたい。



（おもて）

平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

不法投棄監視員によるパトロール回数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001524 重点事業区分 －

事務事業名 不法投棄監視事業 所属名 環境下水道部　生活環境課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 緑あふれる　日本一のふるさとづくり 事業期間 全期

政策 01 地球環境を守り、誇れる自然と共生する
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 4102 環境保全活動の推進

事業分類区分 その他

　 0 0 運営方法 直営

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5 3

　 0 0

対象
（何を、誰を）

不法投棄監視員による全市域の不法投棄監視体制

意図
（どのような状態
にするために）

年々増加する不法投棄への対策を講じ、不法投棄を未然に防止する。

手段
（どうするのか）

不法投棄への対策として、多発地帯に防止看板及び不法投棄監視カメラを設置し啓発を行う。また、不法投棄を 
未然に防止することを目的として、全市域の不法投棄監視員によるパトロール等の監視体制の強化を図る。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 不法投棄監視費 予算事業コード 01-04-02-02-06-01

平成26年度 平成27年度

年度別計画

全市域６１地区 
不法投棄監視員体制 
３４８名

全市域６１地区 
不法投棄監視員体制 
３４８名

全市域６１地区 
不法投棄監視員体制 
３４８名

全市域６１地区 
不法投棄監視員体制 
３４８名

全市域６１地区 
不法投棄監視員体制 
３４８名

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

全市域６１地区 
不法投棄監視員体制 
３５６名

全市域６０地区 
不法投棄監視員体制 
３６６名

全市域６１地区 
不法投棄監視員体制 
３６８名

　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 3,804 2,366 2,928 0 3,819

事業費（Ａ＋Ｂ） 5,752 4,148 4,676 0 3,819

401

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 310 401 215 0

その他 3,493 1,965 2,712

人件費　Ｂ 1,948 1,782 1,748 0 0

0 0

一般財源 1 0 1 0 3,418

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.24 0.24 0.24

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

パトロール回数

回
目標 750 750 2250

0.00

2275 2300

実績 1349 1596 2695 0 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成25年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】廃棄物対策係　0857-20-3217 
 
【９次総の施策体系】4102 
 
【予算計上の経過】 
　当初予算・Ｐ２５４（環０１９） 
 
【事業の概要】 
　不法投棄対策として、不法投棄の多発地帯に不法投棄防止を呼びかける看板や監視カメ 
ラを設置する。また、市内の地区公民館単位に、地区住民のボランティアによる不法投棄 
監視員を設置し、不法投棄を未然に防止する。 
 
【事業の成果】 
　不法投棄に対する市民の意識を啓発し、その発生を未然に防ぐことができる。 
 
【今後の課題・方向性】 
　引き続き、啓発看板、監視カメラの設置による啓発を推進するとともに、不法投棄監視 
員制度による地区を挙げて不法投棄を防止する取り組みを継続する。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
パトロール回数

180% 213% 120%

3
　

2
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
不法投棄をなくすことは、市の大きな課題であり、市民と協働して積極的に
取り組む必要があるため

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
地域を熟知し、不法投棄を監視し通報・対応する不法投棄監視員は、不法
投棄を減少させるために必要不可欠である。監視員の取組みにより不法投
棄対応件数は減少している。２４年度：４４７件　２５年度：３３４件

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
不法投棄監視員制度は、住民のボランティア意識により支えられており、費
用対効果は高い

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
市内全域で事業を展開しており、公平である

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

不法投棄対策として、不法投棄監視員による監視及び啓発看板や監視カメラ等を設置し、市民の意識の高揚を図る。



（おもて）

平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

各種減肥料の取り組みを実施した水田面積

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

90 100

実績 1.2 60 76 0 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

減肥料栽培米面積

ｈａ
目標 60 70 80

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.00 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 0 743 729 0 0

0 0

一般財源 0 384 434 0 1,200

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 0 384 434 0 1,200

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 1,127 1,163 0 1,200

0

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

育苗箱全量施肥助成 
元肥一発施用肥料購入 
支援 
側条施肥田植機導入支 
援 
側条施肥田植機用アタ 
ッチメント導入支援 
啓発パンフレット作成 
減肥料栽培米出荷助成 
土壌診断助成

育苗箱全量施肥助成 
元肥一発施用肥料購入 
支援 
側条施肥田植機導入支 
援 
側条施肥田植機用アタ 
ッチメント導入支援 
啓発パンフレット作成 
減肥料栽培米出荷助成 
土壌診断助成

育苗箱全量施肥助成 
元肥一発施用肥料購入 
支援 
側条施肥田植機導入支 
援 
側条施肥田植機用アタ 
ッチメント導入支援 
啓発パンフレット作成 
減肥料栽培米出荷助成 
土壌診断助成

育苗箱全量施肥助成 
元肥一発施用肥料購入 
支援 
側条施肥田植機導入支 
援 
側条施肥田植機用アタ 
ッチメント導入支援 
啓発パンフレット作成 
減肥料栽培米出荷助成 
土壌診断助成

育苗箱全量施肥助成 
元肥一発施用肥料購入 
支援 
側条施肥田植機導入支 
援 
側条施肥田植機用アタ 
ッチメント導入支援 
啓発パンフレット作成 
減肥料栽培米出荷助成 
土壌診断助成

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

啓発パンフレット作成 元肥一発施用肥料購入 
支援　947袋 
 
啓発パンフレット作成 
5件 
 
土壌診断助成　72件

元肥一発施用肥料購入 
支援　1,066袋 
 
啓発パンフレット作成 
3件 
 
土壌診断助成　79件

　 　

対象
（何を、誰を）

湖山池周辺農業者

意図
（どのような状態
にするために）

湖山池将来ビジョン推進計画（第３期湖山池水質管理計画・平成24～33年度）に位置付けられた農業活動からの 
負荷低減対策の一環として湖山池周辺の水田から流入する有機質肥料等を削減する環境に優しい農業を推進する 
ことにより、湖山池の富栄養化を抑える。

手段
（どうするのか）

湖山池に流入する有機質肥料の低減につながる、元肥一発施用等の取り組みに対し支援する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 湖山池流入有機質肥料等削減事業費 予算事業コード 01-05-01-03-31-39

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5 3

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

湖山池流入有機質肥料等削減事
業補助金交付要綱

施策 4102 環境保全活動の推進

事業分類区分 ソフト（任意）

　 0 0 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001528 重点事業区分 －

事務事業名 湖山池流入有機質肥料等削減事業 所属名 農林水産部　農業振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 緑あふれる　日本一のふるさとづくり 事業期間 平成23年度　～　平成27年度

政策 01 地球環境を守り、誇れる自然と共生する



（うら）

５．平成25年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

湖山池将来ビジョン推進計画に定められた、農業生産活動に伴う負荷低減を図る取り組みの一つとして、今後も施策を拡充していきなが
ら、本取り組みを推進していきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
湖山池の富栄養化抑制、環境負荷低減に繋がる事業であり、妥当であるた
め。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
湖山池の富栄養化抑制、環境負荷低減及び環境負荷低減を意識する農業
者の育成に繋がっており、有効であるため。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
環境負荷低減に繋がる取り組みへの支援を行っており、効率的であるた
め。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
湖山池周辺に特化した事業であり、適正であるため。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
　

3
　

86% 95%

事務事業の実施概要

【問合せ先】生産流通振興室　生産振興係　0857-20-3234 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　当初予算・Ｐ１６７（農０３４） 
 
【事業の概要】 
　１　元肥一発施用肥料購入支援事業 
　２　土壌診断活用促進助成事業 
　３　環境に優しい農業啓発パンフレット（チラシ）の作成 
 
【事業の成果】 
　１　元肥一発施用肥料購入については、1,066袋（約76ha）の購入について支援を行っ 
　　た。 
　２　79件のほ場について土壌診断に係る経費を支援し、ほ場の成分分析を行った。 
　３　啓発パンフレット（チラシ）を3回配布し、湖山池周辺の農業者に啓発を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　湖山池周辺の農業者について、事業の目的が理解されつつある状況であり、今後更なる 
啓発、取り組み支援等を行うことで、湖山池の富栄養化抑制等、環境に優しい農業を推進 
していく必要がある。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
減肥料栽培米面積

2%



（おもて）

平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

湖山池周辺の下水道未普及地域への台所用ろ過袋購入助成の数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

1400 1400

実績 1481 1204 1325 0 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

湖山池水質浄化のためのろ過袋購入助成の数

袋
目標 2400 2000 1400

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.40 0.40 0.40

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 2,999 2,970 2,914 0 0

0 260

一般財源 3,981 10,003 8,584 0 1,517

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 250 150 2,617 0

その他 1,091 145 171

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 5,322 10,298 11,372 0 2,527

事業費（Ａ＋Ｂ） 8,321 13,268 14,286 0 2,527

750

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

湖山池巡視 
台所用ろ過袋購入助成 
ヒシ改修 
水質管理計画策定 
将来ビジョンシンポジ 
ウム開催

湖山池巡視 
台所用ろ過袋購入助成 
ヒシ改修 

・湖山池巡視 
・台所用ろ過袋購入助 
成 
・アダプトの導入・実 
施 
・環境モニタリング調 
査 
・シンポジウム開催 
・「推進委員会」の開 
催

・湖山池巡視 
・台所用ろ過袋購入助 
成 
・アダプトの導入・実 
施 
・環境モニタリング調 
査 
・シンポジウム開催 
・「推進委員会」の開 
催

・湖山池巡視 
・台所用ろ過袋購入助 
成 
・アダプトの実施 
・「推進委員会」の開 
催

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

ろ過袋助成袋数 
　　1,481袋 
湖山池巡視 30回/年 
ヒシ回収 39.76t 
湖山池将来ビジョン 
策定 
シンポジウム開催

ろ過袋助成袋数 
　　1,204袋 
湖山池巡視 30回/年 
シンポジウム開催 
湖山池将来ビジョン推 
進委員会設立 
環境モニタリング調査

・湖山池巡視 30回/年 
・ろ過袋購入助成 
　　　　　1,325袋 
・湖山池アダプトプロ 
　グラムの導入・実施 
・環境モニタリング調 
　査 
・シンポジウム開催 
・「将来ビジョン推進 
　委員会」の開催

　 　

対象
（何を、誰を）

湖山池

意図
（どのような状態
にするために）

市民が健康で快適な生活を営めるようにするため、市民、事業所、行政が一体となって湖山池の浄化を進め、生 
活環境の保全に努める。

手段
（どうするのか）

鳥取県と共同で湖山池の水環境の創造に向けて、｢湖山池会議」を設置し、望ましい姿である「湖山池将来ビジ 
ョン」を策定するとともに、「第Ⅲ期水質管理計画」を策定し、管理計画に基づいて水質浄化事業を進めていく 
。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 湖山池浄化対策費 予算事業コード 01-04-01-06-03-01

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5 3

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

なし

施策 4102 環境保全活動の推進

事業分類区分 建設、整備

　 0 0 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001517 重点事業区分 リープロ４

事務事業名 湖山池浄化対策事業 所属名 環境下水道部　生活環境課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 緑あふれる　日本一のふるさとづくり 事業期間 全期

政策 01 地球環境を守り、誇れる自然と共生する



（うら）

５．平成25年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

湖山池将来ビジョン推進計画（第３期湖山池水質管理計画）に基づき、積極的に湖山池の水質浄化に取り組んでいく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
市民が健康で快適な生活を営むため、湖山池の環境改善や水質浄化は本
市の大きな課題であり、行政・住民が一体となって取り組む必要があるため
妥当である。・市が関与すべき範囲か

・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
平成２５年５月に策定した「湖山池将来ビジョン推進計画」に基づき、県や関
係機関、周辺住民等と協力して実施している事業であり有効である。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
推進計画に基づき計画的に実施されており、さらに「湖山池アダプトプログ
ラム」など市民と行政の協働の取組みも行われており効率的で費用対効果
の高い事業である。・事業の実施手法は効率的か

・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
市民が健康で快適な生活を営むための取組みであり、行政・市民が一体と
なって実施しており、公平性は保たれている。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
　

3
　

60% 95%

事務事業の実施概要

【問合せ先】環境衛生係　0857-20-3216 

【９次総の施策体系】4102 

【予算計上の経過】 
　当初予算・Ｐ２４９（環０１０）、８月補正・Ｐ３３（環００３） 

【事業の概要】 
　湖山池の環境改善や水質浄化を図るため、現在汽水湖化を進めており、汽水湖化に伴い 
各種の環境モニタリングを実施し、課題等に対応している。 

【事業の成果】 
・巡視員を設置し、水質の監視を実施。 
・周辺住民に台所用ろ過袋の購入助成を実施し、生活排水対策を図った。 
・汽水湖化に伴い、モニタリング調査を実施し、モニタリング委員会で検証するとともに 
　対策等を協議した。 
・シンポジウムを開催し、市民と情報共有と意見交換を実施。 
・周辺自治会に出向き、取組みについて情報提供を行い、意見交換を実施。 
・アダプトプログラム実行委員会を設立し、登録団体（１４団体）参加のもと、発足式を 
　実施。 

【今後の課題・方向性】 
　汽水湖化に伴う、各種取組みについて、市民に情報提供や意見交換の場を設け、取組み 
への理解や施策への反映を図る必要がある。 
　また、湖山池周辺湖岸の更なる環境保全を図るため、アダプトプログラム登録団体の加 
入促進を図る必要がある。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
湖山池水質浄化のためのろ過袋購入助成の数

62%



（おもて）

平成25年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

整備事業完了個所数及び活性化対策地区数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001533 重点事業区分 －

事務事業名 殿ダム対策事業 所属名 都市整備部　都市環境課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 緑あふれる　日本一のふるさとづくり 事業期間 平成11年度　～　全期

政策 01 地球環境を守り、誇れる自然と共生する
根拠法令、
根拠計画等

水源地域対策特別措置法

施策 4102 環境保全活動の推進

事業分類区分 建設、整備

　 0 0 運営方法 直営

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5 3

　 0 0

対象
（何を、誰を）

殿ダム水源地域集落、団体及び事業推進団体

意図
（どのような状態
にするために）

「殿ダム水源地域ビジョン」に基づき、自然環境と調和した環境づくりを進め、ダム湖を地域資源とする魅力的 
な地域づくりを推進する。

手段
（どうするのか）

ダム湖の新たな緑水空間と自然環境を活用した周辺整備を行うとともに水源地域等の活性化対策を推進し、都市 
との交流を図る。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 殿ダム対策費 予算事業コード 01-07-01-01-14-01

平成26年度 平成27年度

年度別計画

殿ダム水源地域整備及 
び地域活性化対策

殿ダム水源地域整備及 
び地域活性化対策

殿ダム水源地域整備及 
び地域活性化対策

地域活性化対策 地域活性化対策

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

殿ダム水源地域整備及 
び地域活性化対策

殿ダム水源地域整備及 
び地域活性化対策

殿ダム水源地域整備及 
び地域活性化対策

　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 91,902 198,794 528,470 0 1,800

事業費（Ａ＋Ｂ） 99,399 206,220 535,755 0 1,800

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 87,556 171,601 497,036

人件費　Ｂ 7,497 7,426 7,285 0 0

0 1,800

一般財源 4,346 27,193 31,434 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

事業個所数及び活性化対策地区数

地区
目標 16 12 12

0.00

8 8

実績 11 11 8 0 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成25年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【【問合せ先】　管理係　0857-20-3252 

【９次総の施策体系】　4201 

【予算計上の経過】 
　当初予算・Ｐ222（都０３２） 

【事業の概要】 
　ダム事業を円滑に推進するため、殿ダム周辺集落等の生活再建・活性化対策を行ってき 
た。平成２４・２５年度で、記念広場・中央広場などのダム周辺の整備を行い、更なる地 
域活性化を図る。 

【事業の成果】 
　殿ダム記念広場、殿ダム中央広場、古神護広場、親水広場の整備工事 
　水源地域等対策事業補助金による地域間交流、都市交流により地域活性化の推進を図っ 
た。 

【今後の課題・方向性】 
　殿ダム水源地域ビジョンの基本方針に基づいた行動計画を継続的に展開し、観光、活性 
化資源としてのダム周辺の有効活動を進める必要がある。 
　殿ダム「因幡万葉湖」を地域資源とした殿ダムウオーキングの定着、また、広場を活用 
した野外音楽祭の開催など新たな魅力創出につながる持続的な活動を通して地域の更なる 
活性化を図る。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
事業個所数及び活性化対策地区数

69% 92% 67%

3
　

2
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
「殿ダム水源地域ビジョン」に基づき、自然環境と調和した環境づくりを進め
る必要がある。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
殿ダム万葉湖を地域資源とする魅力的な地域づくりを推進する。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
ダム周辺の整備により魅力ある地域を創出する。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
市民の憩いの広場として整備され公平である。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

殿ダム水源地域ビジョンの基本方針に基づいた行動計画を継続的に展開し、観光、活性化資源としてのダム周辺の有効活動を進める必要が
ある。


